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誤差の縮小に伴い、狭領域の TYM(気象庁台風モデル、[2])から TEPS(Typhoon Ensemble Prediction 
System :[3])へ移行され、5日間予報が行われている。 
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本研究では JCDAS(Japan Climate Data Assimilation System：以下 JRA)[7]と ERA-interim(以下
ERA)[8]の 2つの再解析データを初期値と境界値として使用した実験を行う。JRA25(Japanese 25-year 
Reanalysis)/JCDASは気象庁の再解析で、ERA-Interim(ECMWF re-analysis)は ECMWF(European Center 









 気象庁ベストトラックから Choi-wanは 2009年 9月 12日 18:00UTCに 15.4°N、150.9°Eで台風と
なった。急発達しながら北西へ進み、9月 15日 12:00UTCに最低気圧が 915hPa、最大風速が 55m/sに
達した。その後も強度を維持したまま北西に進み、9月 18日 00:00UTCに転向した。転向後は強度が
弱まり、9月 20日 12:00UTCに熱帯低気圧に変化した。 













 JMA-NHMの設定は表 1に示す。 
本研究では以下の 3つの条件で実験を行った。 
 ・EI-EB(era)         
初期値 ERA、境界値 ERA 
 ・EI-JB(era_bc_jra)  
初期値 ERA、境界値 JRA 
 ・JI-JB(jra)         











表 1 JMA-NHMの設定 







2.3 MPI(Maximum Potential Intensity) 


























































再現性を確かめるために TRMM(Tropical Rainfall Measuring Mission)の降水データと計算結果






図 1 TRMMの観測値(左図)と計算結果(EI-EB(中央図)と JI-JB(右図)) 
TRMMは 2009年 9月 15日 23:20UTC、計算結果は 2009年 9月 15日 23:00UTCのデータを使用 
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3.2 進路 






































 図 4は台風の強度(最大接線風速、最低気圧)である。計算時間内で最も低い気圧は EI-EBで954.8hPa、
EI-JBで961.0hPa、JI-JBで986.2hPaとなった。最大風速についてはEI-EBは43.9m/s、EI-JBは40.7m/s、
JI-JBは 27.8m/sである。最大接線風速及び最低気圧は EI-EBで最もベストトラックに近い値となる。




期場が発達できる環境場であったか調べるために MPIを使用する。MPIの結果と EI-EBと JI-JBの最
図 2 台風 Choi-wan(2009)の経路図 
計算結果は 1時間毎、ベストトラックは
6時間毎のデータをプロット 
図 3 風速の動径方向成分(JRA(右図)、ERA(左図)) 
赤色が中心から離れる方向、青色が中心に向かう方向 






































図 4 最低気圧(右図)と最大接線風速(左図) 
計算結果は 1 時間毎、ベストトラックは 6 時間毎のデータをプロットした。ま
た、横軸は 2009 年 9 月 13 日 12:00UTC(time=1h)から 2009 年 9 月 16 日
12:00UTC(time=73h) 
表 2 MPIと EI-EB(ERA)、JI-JB(JRA)の結果の比較 
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